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市長コラム

　

令
和
で
迎
え
た
初
め
て
の
大
相
撲
初

場
所
は
、
史
上
２
人
目
、
20
年
ぶ
り
に

徳
勝
龍
関
が
幕●

尻●

優
勝
を
果
た
す
波
乱

の
幕
開
け
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
余
韻

が
残
る
先
月
１
日
、
縁
あ
っ
て
両
国
国

技
館
で
開
か
れ
た｢

豪
風
引
退･

押
尾
川

襲
名
披
露
大
相
撲｣

に
参
列
し
て
き
ま

し
た
。
昨
年
初
場
所
で
引
退
し
た
元
関

脇
豪
風
の
断
髪
式
と
あ
っ
て
、
会
場
が

ほ
ぼ
満
席
と
な
る
大
変
な
熱
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
大
相
撲
は
何
度

か
観
覧
し
ま
し
た
が
、
砂
か
ぶ
り
で
間

近
に
見
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。

　

徹
底
し
た
摂
生
と
厳
し
い
稽
古
で
、

秋
田
県
出
身
と
し
て
最
多
の
幕
内
590
勝

を
挙
げ
、
幕
内
在
位
86
場
所
、
年
６
場

所
制
以
降
最
年
長
初
金
星
な
ど
、
押
尾

川
親
方
の
輝
か
し
い
戦
績
は
改
め
て
申

し
上
げ
る
ま
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
私
と
相
撲
と
の
縁
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

秋
田
青
年
会
議
所
の
活
動
を
し
て
い

た
平
成
４
年
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や

国
技
の
振
興
に
向
け
た｢

わ
ん
ぱ
く
相

撲
全
国
大
会｣

が
あ
り
、
そ
の
予
選
と

な
る
秋
田
場
所
を
会
議
所
が
主
催
す
る

こ
と
に
な
り
、
私
が
大
会
運
営
の
総
括

を
務
め
ま
し
た
。
土
俵
は
当
時
、
高
清

水
の
秋
田
県
護
国
神
社
の
相
撲
場
で
、

全
県
か
ら
100
人
を
超
す
小
学
４･

５･

６

年
生
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
各
学
年
１
人
ず
つ
が
、

両
国
国
技
館
の
全
国
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
、
私
は
選
手
３
人
を
引

き
連
れ
て
墨
田
区
の
片
男
波
部
屋
で
合

宿
。
ち
ょ
う
ど
夏
休
み
で
一
緒
に
隅
田

川
の
花
火
を
楽
し
ん
だ
り
、
他
の
チ
ー

ム
の
選
手
や
若
手
力
士
た
ち
と
ち
ゃ

ん
こ
鍋
を
食
べ
た
こ
と
な
ど
を
今
で
も

時
々
思
い
出
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
と
し
て
心
に
刻

ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
押
尾
川
親
方
の
断
髪
式
で
す

が
、
全
国
の
フ
ァ
ン
の
前
で
最
後
の
大

銀
杏
に
は
さ
み
を
入
れ
ら
れ
る
前
に
、

長
男
海か

い

知ち

君
と
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま

し
た
。
父
親
と
同
じ
く
小
学
校
で
は
柔

道
を
や
っ
て
い
る
ら
し
く
、
結
果
は
見

事
な
一
本
背
負
い
で
大
金
星
で
し
た
。

現
役
時
代
、
親
方
も
小
兵
な
が
ら
豪
快

な
一
本
背
負
い
で
観
衆
を
沸
か
せ
て
い

ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
姿
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と

さ
せ
る
決
ま
り
手
で
し
た
。
父
と
し
て

前
へ
前
へ
と
突
進
す
る
息
子
を
全
身
で

受
け
止
め
、
自
分
を
超
え
て
く
れ
る
こ

と
を
願
い
期
待
を
込
め
た
取
り
口
に
、

そ
の
場
が
親
と
子
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
一
コ
マ
で
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
最
後
ま
で
参
列
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
師
匠
の
尾
車

親
方
の
は
さ
み
で
大
銀
杏
を
落
と
さ
れ

た
後
、
整
髪
し
ス
ー
ツ
を
着
込
ん
だ
親

方
が
現
れ
、｢

18
年
間
の
付
き
合
い
で
、

身
体
の
一
部
と
い
う
よ
り
も
身
内
の
よ

う
な
も
の
で
、
い
な
く
な
っ
た
感
じ｣

と

あ
い
さ
つ
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。
今
後
は
後
進
の
指
導
に
当
た
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
現
在
、
県
出
身

の
関
取
が
お
ら
ず
幕
下
の
み
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
郷
土
力
士
の
育
成
、
そ
し

て
で
き
れ
ば
い
つ
も
の
軽
妙
な
語
り
口

の
解
説
も
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

秋田市長 ● 穂積 志(もとむ)

豪た

け

風か

ぜ

引
退
〜
大お

お

銀い

ち

ょ

う杏
に
は
さ
み

◆市長の動向などは、市ホームページでお伝えしています。https://www.city.akita.lg.jp

元
関
脇
豪
風
の
大
銀
杏
に
は
さ
み
を
入
れ
る

穂
積
市
長(

２
月
１
日
、
東
京･

両
国
国
技
館
で)

＊勝ち数は日本相撲協会公式サイトより。
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　２月６日、秋田ビューホテルで、令和元年度
秋田市農業大賞表彰式を開催しました。優れた
業績をあげている農業者･団体などのみなさん
と、農業子ども絵画コンクールで入賞したみな
さんを表彰しました。おめでとうございます。

農業農村振興課☎(888)5735

 【
農
業
賞
】〈
か
っ
こ
内
は
地
区
名
〉

経
営
体
部
門
▼

伊
藤
邦
夫(

雄
和)

、
田
口
俊
次(

豊
岩)

若
手
農
業
者
部
門
▼

鷲
澤
秀
光(

雄
和)

地
域
活
性
化
部
門
▼

一
般
社
団
法
人 

耕
壌
会
種
子
生

産
組
合(

上
新
城)

、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
彩

菜
館
運
営
協
議
会(

泉)

 【
農
政
協
力
員
永
年
勤
続
】〈
か
っ
こ
内
は
担
当
地
区
名
〉

米
塚
一
成(

旭
川)

、
佐
藤
春
見(

外
旭
川)

、
鈴
木
太

郎･

鎌
田
政
勝(

以
上
、
上
新
城)

、
櫻
田
善
悦･

嵯
峨

佐
太
信(

以
上
、
太
平)

、
進
藤
久
信･

村
越
友
春(

以

上
、
下
北
手)

、
堀
井
喜
一(

四
ツ
小
屋)

、
髙
橋
敏
美

(

下
浜)

、
伊
藤
竹
治(

金
足･

下
新
城)

、
松
田
信
一･

大
山
長
一･

鈴
木
忠
利･

佐
々
木 

幸･

佐
々
木
正
勝･

関 

一
男(

以
上
、
豊
島)

、
細
谷
金
照･

藤
原
正
俊･

田
口

金
悦･

後
藤 

章･

髙
橋
正
昭･

佐
藤
太
郎
兵
衛(

以
上
、

和
田)

、
岩
谷
盛
悦･

山
上
文
明･

田
口
忠
次･

戸
井
田

昌
俊(

以
上
、
岩
見
三
内)

、
伊
藤 

進(

川
添)

、
長
谷

部 

誠(

戸
米
川)

 【
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
】〈
か
っ
こ
内
は
小
学
校
名
〉

最
優
秀
賞
▼

最
上
柚
希(

旭
北)

優
秀
賞
▼

安
達
歩
美(

中
通)

特
別
賞
▼

中
川
青
葉･

三
國
谷
咲
月(

以
上
、
土
崎)

、

八
巻
結
子(

広
面)

、
三
浦
凛
太
朗(

飯
島)

、
伊
藤
結

和･

佐
藤 

春･

佐
藤 

凜･

渡
邉
実
央(

以
上
、
飯
島
南)　

選
出
理
由
＝
優
れ
た
知
見
と
高

い
技
術
力
で
、
県
内
最
大
級
の

肥
育
牛
飼
養
規
模
を
誇
り
な
が

ら
、
自
動
給き

ゅ
う

餌じ

機
の
導
入
に
よ

る
作
業
の
省
力
化
、
経
営
の
合

理
化
を
図
り
、
近
年
で
は
、
繁

殖
部
門
も
拡
大
す
る
な
ど
、
秋

田
牛
の
生
産
拠
点
と
し
て
モ
デ

ル
的
な
経
営
体
で
あ
る
こ
と

　

私
の
こ
だ
わ
り
の
一
つ
は
、

餌
で
あ
る
稲
わ
ら
。
良
い
稲
わ

ら
が
肉
の
味
を
旨
く
す
る
ん

で
す
。
そ
し
て
、
牛
も
人
間
と
同
じ
で
、
ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て
あ
げ
る

こ
と
が
大
切
。
そ
の
た
め
、
適
温
の
飲
み
水

や
、
体
温
調
節
な
ど
、
生
活
環
境
に
は
特
に

気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。

　

少
人
数
で
こ
れ
だ
け
の
施
設
を
や
れ
る
の

は
、
自
動
給
餌
機
を
は
じ
め
、
長
年
の
経
験

を
も
と
に
、
こ
だ
わ
っ
て
整
備
し
た
設
備
が

あ
っ
て
こ
そ
。
こ
れ
は
他
の
人
に
は
簡
単
に

真
似
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
夢
は
、
現
在
600
頭
の
肥
育
牛
を

２
千
頭
に
ま
で
増
や
す
こ
と
。
牛
の
フ
ン
を

有
効
活
用
し
、
栽
培
に
適
し
た
有
機
堆
肥
の

よ
さ
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
も
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

最優秀賞の最上柚希さんの
作品｢大きな大根｣

【
農
業
大
賞
】

 

株
式
会
社 

寿
牧
場

代
表
取
締
役 

髙
橋
長な

が

寿と
し

さ
ん

３　広報あきた　2020年３月６日号

よ
ろ
こ
び
の
声

～地域農業への貢献を称えて～

■
以
下
敬
称
略

農業大賞、農業賞、農政協力員永年勤続の表彰を受けられたみなさん絵画コンクールで入賞したみなさん

髙橋長寿さん。長年培った経験を活かした設備を整えた肥育牛舎で


